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このたび、TEZUKAYAMA GALLERYでは、3月21日より小池一馬の個展「Folk Tale（フォーク・テイル）」を開催いたします。

当ギャラリーでは2020年以来、6年ぶりの個展開催となります。その間にヨーロッパ、アメリカ、アジア各地での展覧会やアートフェアに積極的に
参加し、活躍の場を世界へと広げてきました。また、2025年に開業したランドマークビル「淀屋橋ステーションワン」（30階）への作品設置や、
「KIX CULTURE GATE Project」における関西国際空港での作品写真の展示など、関西においても発表の幅を着実に広げています。

小池一馬は1980年に神奈川県に生まれ、幼少期をアルゼンチン・ブエノスアイレス、高校時代をスペイン・バルセロナで過ごしました。2003年に
日本大学藝術学部美術学科彫刻専攻を卒業後、2012年に関東から関西へと活動拠点を移し、現在は大阪を拠点に制作を続けています。陶を主素材と
した彫刻を軸に、絵画やドローイング、さらにそれらを有機的に組み合わせたインスタレーションへと展開し、表現媒体を軽やかに越境しながら彫
刻・絵画・空間の関係性を再編してきました。

土偶や埴輪、円空仏、さらにはルネサンス期の「驚異の部屋（キャビネット・オブ・キュリオシティ）」に見られるような信仰や知の体系と結びつ
いた神秘的な造形や営為に影響を受けた小池は、形態の曖昧さや生成過程における変容そのものを、造形を成立させる本質的な要素として肯定的に
捉えています。陶作品は、最終形態をあらかじめ厳密に設計するのではなく、成形から焼成に至る過程で物質が自律的に変化する余地を受け入れる
ことで成立しています。とりわけ焼成は、窯内の温度変化や釉薬の反応といった制御しきれない条件を通じて、形態と表面の質感を左右する重要な
工程となっています。

また、作品に用いられている黒釉（鉄分を多く含み、酸化焼成で黒色に発色する釉薬）による単一の色調で覆われた暗く深い表面は、風化や侵食、
あるいは儀礼的対象に蓄積された時間を想起させます。同時に、異なる文化的・象徴的要素が一つの形態のなかで統合された状態を表しています。
それは意味を固定し伝達するための記号的な造形ではなく、物質と時間、そして想像力の相互作用のなかで立ち現れる、流動的な存在として提示さ
れます。

これらの作品の背景には、日本固有の神道信仰と外来の仏教思想が、長い時間をかけて相互に影響し合いながら融合してきた「神仏習合」の思想に
通じるものを見出すことができます。小池にとって、各地の寺院を訪れ、建築や庭園、彫刻といった宗教的造形に触れる経験は、制作を支える重要
な参照源となっています。作品では神像や偶像彫刻、虎をはじめとした猫科の動物、植物、パイナップル、壺など、様々なモチーフが繰り返し登場
します。例えば、江戸時代に描かれた虎の図像は、中国から輸入された絵画や毛皮などの断片的な情報をもとに、日本の絵師たちが猫などの身近な
動物を参照しながら、実物を直接観察することなく想像的に再構成したものでした。このように、異なる要素を自由に統合し、新たな存在を立ち上
げようとする人間の想像力の働きは、小池の制作態度とも深く共鳴しています。

本展タイトル「Folk Tale（フォーク・テイル）」は、特定の作者や起源を持たず、人から人へ語り継がれるなかで変容し続けてきた民話や伝承を指
します。小池の作品もまた、明確な物語を示すのではなく、鑑賞者それぞれの記憶や信念、文化的背景に応じて異なる像を結ぶ「語られ得る存在」
と捉えることができるでしょう。本展では、陶彫作品20点、絵画作品12点に加え、64点組のドローイング作品を発表します。

この機会にぜひご高覧くださいませ。



小池一馬 | Kazuma Koike

大阪府在住

1980 神奈川県生まれ　

1986-1992 アルゼンチン、ブエノスアイレスで過ごす

1995-1998 スペイン、バルセロナで過ごす

2003 日本大学藝術学部美術学科彫刻コース卒業

 □ 作家略歴 | Biography
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2025 　     「Returning」 | AISHO、東京

2024 　     「Fish Scales and Tiger Dreams」 | The Fridge、ニューヨーク

2024 　     「Paintings and Sculptures」 | Sokyo Annex、京都

2024 　     「In the Year of the Dragon」 with Jordy Kerwick | AISHONANZUKA、香港

2023 　     「Stille」 with Henrik Godsk | HAGD Contemporary、 オールボー

2023 　     「Djordje Ozbolt and Kazuma Koike」 with Djordje Ozbolt | AISHONANZUKA、香港

2023 　     「Prayer」 | cadet capela、パリ

2022 　     「小石景」 with 石井亨 | 現代美術 艸居、京都

2021 　     「Cama」 with 山田周平 | Mitsukoshi Contemporary Gallery、東京

2021 　     「小池一馬展」 | 私立大室美術館、三重

2020 　     「Solo Exhibition」 | TEZUKAYAMA GALLERY、大阪

主な個展・2人展

2025-26　「SLEET」 | HAGD Contemporary、オールボー

2025-26　「Anniversary exhibition : 25 years of unconditional love for ceramics」 | puls contemporary ceramics、ブリュッセル

2025 　     「Summer Collective」 | HAGD Contemporary、オールボー

2025 　     「Urban Jungle」 | TARTCH、台北

2025 　     「B ／ W」 | POOL SIDE GALLERY、金沢

2025 　     「Shift」 | RIVER ART GALLERY、台中

2024-25　「Winter Collective」 | HAGD Contemporary、オールボー

2024-25　「MIKADO2: Do you know me?」 | Sokyo Annex、京都

2024 　     「MIKADO2: ワニのためのフーガ」 | 京都市京セラ美術館 ザ・トライアングル、京都

2024 　     「MIKADO2: ユクカワノナガレハタエズシテ、」 | 京都 蔦屋書店、京都

2024 　     「Chimeric Sculpture Expression」 | AKI Gallery、台北

2024 　     「Bright Light」 | HAGD Contemporary、オールボー

2023 　     「Solidaholic 固体中毒」 | TEZUKAYAMA GALLERY、大阪

主なグループ展

2025 　     「Enter Art Fair」 | Lokomotivværkstedet、HAGD Contemporary、コペンハーゲン

2025 　     「ART OSAKA」 | 大阪市中央公会堂、AISHO、大阪

2025 　     「ART OnO」 | SETEC、AISHO、ソウル

2025 　     「Dallas Art Fair」 | Fashion Industry Gallery、TEZUKAYAMA GALLERY、ダラス

2024 　     「Untitled Art Miami Beach」 | The Fridge、マイアミ

2024 　     「ceramic brussels」 | Tour&Taxis、puls contemporary ceramics、ブリュッセル

主なアートフェア
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作品 | Artworks

営業時間: 火 - 土 12 : 00 - 19 : 00 | 休廊日: 日曜日・月曜日・祝日
OPEN: Tue - Sat 12:00 - 19:00 | CLOSED: Sunday, Monday and Holiday
お問合せ: info@tezukayama-g.com / 岡田 (TEZUKAYAMA GALLERY)

展覧会情報 | Exhibition Information

1. Solo Exhibition “Returning” Installation view (2025) ／ Venue: AISHO Tokyo (Tokyo)
2. BC250919, 2025, glazed ceramic, H540×W285×D210 mm／Photo by Hayato Wakabayashi
3. BC250909, 2025, glazed ceramic, H460×W480×D190mm ※wall-hanging／Photo by Hayato Wakabayashi
4. BC250326, 2025, glazed ceramic, H450×W160×D315mm／Photo by Hayato Wakabayashi
5. Bird on Tiger, Four Eyed Man on Skull, 2025, acrylic on canvas, H530×W455mm／Photo by Hayato Wakabayashi
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